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C H A P T E R 1
はじめに

•コンタクトセンターソリューションリリースノート, on page 1
• Ciscoセキュリティアドバイザリ, on page 1

コンタクトセンターソリューションリリースノート
このドキュメントのリリースノートに加え、以下のリンクで、その他のコンタクトセンターソ

リューションのリリースノートのコンパイルについても参照してください。

Cisco SocialMinerは、Customer Collaboration Platform（CCP）という名称に変更されています。Note

シスコの他のコンタクトセンターソリューションに関するリリースノートについては、次のリン

クを参照してください。

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-release-notes-list.htmlの『Cisco Packaged Contact Center Enterpriseソリューション向け

リリースノート』

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-release-notes-list.htmlの『Cisco Unified Contact Center Enterprise用リリースノート』

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-express/
products-release-notes-list.htmlの『Cisco Unified Contact Center Express Solution向けリリース

ノート』

Ciscoセキュリティアドバイザリ
Cisco Product Security Incident Response Team（PSIRT）は、シスコ製品やネットワークに関連する
セキュリティ脆弱性情報の受信、調査、および公開レポートを管理する専門のグローバルチーム

です。
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既存のセキュリティ問題の詳細については、https://tools.cisco.com/security/center/publicationListing.x
の「Ciscoセキュリティアドバイザリ、応答およびアラート」を参照してください。
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C H A P T E R 2
Contact Center版 Cisco Hosted Collaboration
Solution for Contact Center

•新機能 , on page 3
•更新済み機能 , on page 7
•特記事項 , on page 8
•廃止された機能, on page 8
•削除され、サポートされない機能, on page 9
•サードパーティソフトウェアへの影響, on page 10

新機能

スマートライセンス

このリリースでは、ライセンスの所有権と使用状況が可視化されるスマートライセンスが導入さ

れています。スマートライセンスによって、ライセンスを簡単に生成、展開、および管理し、使

用状況を報告できます。ライセンスの付与資格を単一のアカウントにプールし、バーチャルアカ

ウント間でライセンスを自由に移動することができます。

スマートライセンスでは、製品インスタンスを登録し、ライセンスの使用状況を報告して、Cisco
Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerオンプレミスから必要な認証を取得し
ます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの
『Hosted Collaboration Solution for Contact Center Configuration Guide』を参照してください。

クラウドコネクト

Cloud Connectは、Cisco Webex Cloudサービス（Cisco Webexのエクスペリエンス管理など）との
統合を可能にするサービスをホストするインフラストラクチャコンポーネントです。
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Cisco Webexのエクスペリエンス管理
この機能には ICM12.5(1)_ES7が必要です。Cisco Webexのエクスペリエンス管理（エクスペリエ
ンス管理として言及）は、顧客エクスペリエンス管理（CEM）向けのプラットフォームであり、
顧客の視点からビジネスを確認できる強力なツールと統合されています。

HCS for CCは、単一のテナントでのみWXMをサポートしています。Note

エクスペリエンス管理を CC版 HCSと統合すると、次のような操作が可能になります。

•管理者は、ポストコール調査を設定して、顧客からフィードバックを直接収集することがで
きます。

•管理者は、ビジネスチャットおよび電子メールガジェットを使用して、エージェントが顧客
からの電子メールまたはチャットに応答するときに、デジタルチャネル調査を設定し、開始

できます。

•管理者は、Finesseデスクトップ上で表示可能な分析ガジェットを設定できます。

•エージェントおよびスーパーバイザは、NPS、CSAT、CES、またはその他の KPIなどの業界
標準メトリックを使用して、顧客のパルスを表示できます。

エクスペリエンス管理音声調査

音声調査は、CVP IVRを使用したエクスペリエンス管理を通じてトリガーできます。エクスペリ
エンス管理調査では、ポストコール調査と同じスクリプトと通話フローを使用しています。ただ

し、クラウドベースのエクスペリエンス管理サービスによってアンケートが提供されていること

を例外とします。CallStudio調査は、コールの調査区間で実行するルータスクリプトで設定され、
ECC変数を介して CVPに渡されます。

CVP Call Studio調査アプリケーションは、エクスペリエンス管理サービスから質問を取り出し、
発信者からの回答を収集して、RESTAPIを介してそれらをエクスペリエンス管理サービスに送信
します。

エクスペリエンス管理の設定方法の詳細については、次の場所にある『Contact Center盤 Cisco
Hosted Collaboration Solution機能ガイド』の「Webexのエクスペリエンス管理」の章を参照してく
ださい。https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/tsd-products-support-series-home.html

エクスペリエンス管理電子メール/SMSによる調査

この機能により、お客様は、SMSまたは電子メールで送信されるリンクを使用して、ポストコー
ル調査に参加することができます。

管理者は、エクスペリエンス管理で調査を設定およびカスタマイズできます。応答は、Finesseデ
スクトップのカスタマーエクスペリエンスのプロセスガジェットに表示されます。
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エクスペリエンス管理の統合に必要なタスクリストの詳細については、次の場所にある『Contact
Center版 Cisco Hosted Collaboration Solution機能ガイド』の「エクスペリエンス管理のタスクフ
ロー」の項を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/tsd-products-support-series-home.html

エージェントサマリライブデータレポート

このリリースでは、受信不可時間、処理したコールの総数、および後処理時間などのエージェン

ト統計情報をリアルタイムに表示するエージェントサマリライブデータレポートが追加されま

す。このレポートはFinesseガジェットでも使用でき、エージェント統計情報をエージェントに、
またチーム統計情報をスーパーバイザに表示します。レポートは、エージェントのパフォーマン

スを監視するのに役立ちます。

詳細については、次の場所にある『Cisco Unified Contact Center Enterpriseリリース 12.5レポート
ユーザガイド』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.html

外部 DBLookUpレジストリ設定の暗号化サポート
外部 DBLookUpレジストリ設定は、暗号化された値のみをサポートします。CCEDataProtectツー
ルを使用して、Windowsレジストリに保存されている機密情報の暗号化と復号化を行うことがで
きます。リリース12.5へのアップグレード後、DBLookUpが設定されている場合は、CCEDataProtect
ツールを使用して外部 DBLookUpレジストリ値を再設定し、レジストリ内のデータを暗号化する
必要があります。詳細については、の「CCEDataProtectツールを使用した外部DBLookUpレジス
トリ値の設定」の手順を参照してください。

ライブデータ CLI

ライブデータの HSTS設定

このリリースでは、HTTP Strict Transport Security（HSTS）をライブデータに対して有効または無
効にすることや、HSTSプロパティの現在のステータスを表示することができます。

HSTSは、プロトコルダウングレード攻撃および CookieのハイジャックからWebサイトを保護
するために役立つWebセキュリティポリシーメカニズムです。これにより、Webサーバは、Web
ブラウザ（または他の準拠しているユーザエージェント）が、安全でない HTTPプロトコルを対
話に使用せず、安全な HTTPS接続のみを使用することを宣言できます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.htmlにある『Cisco Unified Contact Center
Enterpriseインストレーションおよびアップグレードガイド』を参照してください。

ライブデータの HTTP設定

このリリースでは、ライブデータへの HTTPアクセスを有効または無効にしたり、http対応プロ
パティの現在のステータスを表示したりできます。
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http対応ステータスを変更すると、CCE Live Data NGINXサービスの再起動が必要になります。

HTTPはデフォルトで無効になっています。set live-data properties http-enabled onコマンド

を（必要であれば）使用して、HTTPを有効にすることができます。
Note

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.htmlにある『Cisco Unified Contact Center
Enterpriseインストレーションおよびアップグレードガイド』を参照してください。

エージェントによる使用可能な状態でのアウトバウンドコールの発信

使用可能状態にあるエージェントがアウトバウンドコールを発信した場合、Unified CCEシステ
ムは、コールを許可する前に、エージェントの状態を待受停止に設定します（エージェントの状

態を CTIインターフェイスから手動で待受停止に設定する必要はありません）。コールが終了す
るか、または接続に失敗すると、エージェントの状態が使用可能に戻されます。

理由コードの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-technical-reference-list.htmlにある『Cisco Unified ICM/Contact
CenterEnterpriseリリース12.5(1)データベーススキーマハンドブック』を参照してください。コー
ル方法タイプの詳細については、『Cisco Unified Contact Center Enterpriseリリース 12.5(1) CTIサー

バメッセージリファレンスガイド（プロトコルバージョン 23）』を参照してください。

この機能拡張により、Finesse APIを使用して、Finesseが待受から発信する機能を有効にすること
もできます。詳細については、「REST APIの変更, on page 29」および
https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!rest-api-dev-guideにある『REST API開発者ガイド』を参照
してください。

ACD共有回線

共有 ACD回線機能を有効にするには、12.5(1)ターゲットシステム上で ICM_12.5(1)_ES4をイン
ストールする必要があります。ES4には、共有回線上のサードパーティ要求を修正する機能が含
まれており、レジストリ設定が提供されており、意図しない12.5(1)に使用されるのを防ぐことが
できます。

Note

このリリースには、最大 2台のデバイスに対する共有 ACD回線サポートが含まれています。サ
ポートによって、複数の場所にあるデバイスを含むエージェントが同じ内線番号を使用できるよ

うになります。

ACD共有回線が使用中の場合、UCM自動応答およびエージェントデスク設定の自動応答はサポー
トされません。

Note
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詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-implementation-design-guides-list.htmlにある『Solution Design

Guide for Cisco Unified Contact Center Enterprise,リリース 12.5(1)』の「内線番号のコールタイプに

関する考慮事項」のセクションを参照してください。

更新済み機能

セキュリティ機能の拡張

このリリースでは、Unified CCE Administrationに対して次のセキュリティ機能拡張が導入されて
います。

•ソリューションコンポーネントの自己署名証明書（CA署名付き証明書を使用しない場合）を
AWマシンにインポートする必要があります。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlに
ある『Contact Center版 Cisco Hosted Collaboration Solution設定ガイド』を参照してください。

•クロスサイトスクリプティング（XSS）の脆弱性を防ぐために、HTTPセキュリティヘッダー
（Content-Security-Policy（CSP）、X-Frame-Options、X-XSS-Protection、X-Content-Type-Options、
Strict-Transport-Security）がブラウザ応答に追加されています。

Tomcatの機能拡張
ICMでは、Tomcatが 7.0.xから 9.0.21にアップグレードされます。

設定の制限値の変更

このリリースから、次の設定について最大数が増加しています。

•アウトバウンドダイヤラの 1秒あたりの最大コール数は、2000エージェント展開で 1ダイヤ
ラにつき 20から 60に、また 4000エージェント、12000エージェント、24000エージェント
の展開では、1ダイヤラにつき 30から 60に増加しました。

•アウトバウンドダイヤラの、SIPダイヤラあたりの最大ポート数は、すべての展開タイプで
1500から 3000に増加しました。

•システムあたりのキャンペーン数は、すべての展開タイプで 600から 1500に増加しました。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-implementation-design-guides-list.htmlにある『Cisco Unified
ContactCenter Enterpriseリリース 12.5ソリューション設計ガイド』の「アウトバウンドキャンペー
ンの制限」の項を参照してください。
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レプリケーションの機能拡張

アウトバウンドオプションの高可用性を使用すると、データのレプリケーションは、スタンバイ

側で実行されているキャンペーンマネージャによって、レプリケーションフォルダ内の一連の

ファイルを使用して管理されます。詳細については、次の場所にある『Unified Contact Center
Enterpriseアウトバウンドオプションガイド』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/
support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.html

アウトバウンドオプションの高可用性を有効にした場合、Personal_Callback_Listテーブルへのダ
イレクトアクセスはサポートされません。顧客レコードを Personal_Callback_Listテーブルに直接
挿入するには、アウトバウンド APIを使用してください。アウトバウンド APIの詳細について
は、次の場所にある『Cisco Unified Contact Center Enterprise開発者リファレンス』を参照してくだ
さい。https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-programming-reference-guides-list.html

Note

特記事項

SocialMinerの名前変更
SocialMinerは、リリース 12.5(1)から Customer Collaboration Platformと呼ばれます。

廃止された機能
廃止された機能は完全にサポートされています。ただし、廃止される機能についての追加の開発

はありません。これらの機能は、将来のリリースで削除される予定になっている場合があります。

割り当てられた交換機能に移行するように計画します。新しい展開を実装する場合は、廃止機能

ではなく、交換技術を使用してください。

例外またはその他の修飾子の詳細については、該当するメモを参照してください。

注替わりリリースで

発表

廃止された機能

なし。なし。12.5(1)Internet Explorer 11

なし。なし。12.5(1)Avaya Aura Contact Center（AACC、以前の
Symposium）PG

なし。なし。12.5(1)UCC Enterprise Gateway PG（親/子展開の親
の PG）

なし。なし。12.5(1)Aspect PG
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注替わりリリースで

発表

廃止された機能

なし。なし。12.0(1)整合性チェックツール

なし。なし。12.0(1)外部スクリプトの検証

なし。なし。12.0(1)トランスレーションルートウィザード

なし。なし。12.0(1)Symposium ACD

なし。なし。11.6(1)MIBオブジェクト

• cccaDistAwWebViewEnabled

• cccaDistAwWebViewServerName

• cccaSupportToolsURL

• cccaDialerCallAttemptsPerSec

なしエージェン

ト PGと
VRU PG

11.5(1)汎用 PG

Avaya SEI/CVLANプロト
コルがベンダーによって

廃止されました。

TAESPIM11.5(1)ECSPIM

"Sprawler"は、1つのボッ
クスに管理 &データサー
バを持つProggerです。こ
れはラボでの展開に使用

されました。

Packaged
CCEE展開

10.0(1)"Sprawler"展開

削除され、サポートされない機能
以下の機能は提供されなくなりました。

替わりリリースから有効機能

なし。12.5(1)コンテキストサービス

なし。12.5(1)Cisco MediaSense

SHA-25612.5(1)SHA-1証明書

TLS 1.212.5(1)TLS 1.0および TLS 1.1

なし。12.5(1)Cisco Remote Expertモバイル
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サードパーティソフトウェアへの影響
サードパーティソフトウェアの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/hosted-collaboration-solution-contact-center/products-device-support-tables-list.html
の「Contact Center Enterprise互換性マトリクス」を参照してください。
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C H A P T E R 3
Cisco Unified Customer Voice Portal

•新機能, on page 11
•更新済み機能, on page 13
•特記事項, on page 13
•廃止された機能, on page 14
•削除され、サポートされない機能, on page 14
•サードパーティソフトウェアへの影響, on page 14

新機能
このリリースでは、次の機能を使用できます。

カスタマー仮想アシスタント

顧客仮想アシスタント（CVA）を使用することで、IVRプラットフォームをクラウドベースの音
声サービスと統合することができます。CVAでは、次の音声サービスが提供されます。

•テキスト/スピーチ：音声合成操作用のアプリケーションでクラウドベースのTTSサービスと
統合されています。CVAでは、現在 Googleのテキスト/スピーチサービスがサポートされて
います。

•スピーチ/テキスト：音声認識操作用のアプリケーションで、クラウドベースの ASRサービ
スと統合されています。CVAでは、現在 Googleのスピーチ/テキストサービスがサポートさ
れています。

•音声インテント変換：CVAには、音声テキスト変換操作から受け取ったテキストを処理し
て、顧客の発言の意図を特定する機能があります。CVAは、クラウドベースの自然言語認識
（NLU）サービスを使用して、このサービスを提供しています。CVAは現在、Googleの
Dialogflowサービスをサポートしています。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/tsd-products-support-series-home.htmlにある『Contact Center
版 Cisco Hosted Collaboration Solution機能ガイド』の「顧客仮想アシスタント」の章を参照してく
ださい。
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スマートライセンス

このリリースでは、ライセンスの所有権と使用状況が可視化されるスマートライセンスが導入さ

れています。スマートライセンスによって、ライセンスを簡単に生成、展開、および管理し、使

用状況を報告できます。ライセンスの付与資格を単一のアカウントにプールし、バーチャルアカ

ウント間でライセンスを自由に移動することができます。

スマートライセンスでは、製品インスタンスを登録し、ライセンスの使用状況を報告して、Cisco
Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerオンプレミスから必要な認証を取得し
ます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの
『Hosted Collaboration Solution for Contact Center Configuration Guide』を参照してください。

SMSの送信（Send DTMF）
この機能では、Dual Tone Multi Frequency（DTMF）トーンを、VVBでプロンプトとして再生する
ことができます。

詳細については、https://developer.cisco.com/site/customer-voice-portal/documents/virtual-voice-browser/
にある『Cisco Virtualized Voice Browser開発者ガイド』を参照してください。

DTMFトーンオーバーレイ
DTMFトーンオーバーレイには、発信者ストリームの DTMFトーン（オーバーレイ）を、機密
データの認識中にランダムな間隔で挿入できる機能が含まれています。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/
tsd-products-support-series-home.htmlにある『CVP要素仕様ガイド』の「Digits」の章を参照してく
ださい。

Waveform URI
発言の録音にはWaveform URIが使用されます。これは、アプリケーション開発者が ASRシステ
ムで録音を行う際に、URIを収集するためです。Call Studioの Form要素に、新しいパラメータ

recordutteranceが導入されています。このパラメータの値が trueに設定されている場合は、録

音が ASRシステムで行われており、録音の URIが VXMLサーバに返送されて、使用できる状態
になっています。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-customer-voice-portal/tsd-products-support-series-home.htmlにある『CVP要素仕様ガイド』の
「Form」の章を参照してください。
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音声アクティビティ検出（VAD）
VADは、VVBによる発話の開始、発話の終了、録音時間合計などのイベントの処理を可能にす
ることで、Call Studioの設定に基づき、初期の無音期間を短縮しています。また、サイレント感
度のレベルを変更できるように Cisco VVBを設定することもできます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-customer-voice-portal/tsd-products-support-series-home.htmlにある『CVP要素仕様ガイド』の
「Record」の章を参照してください。

VVBメディアストリーミング
VVBでは、ストリーミング URLから HTTP(S)を使用して、メディアを連続的にストリーミング
できるようになりました。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-customer-voice-portal/tsd-products-support-series-home.htmlにある『CVP要素仕様ガイド』の
「Audio」の章を参照してください。

更新済み機能
なし。

特記事項

アップグレード時の証明書の削除

VVB 12.5(1)および CVP 12.5(1)へのアップグレードが正常に完了すると、シスコによって未承認
となった CAは、プラットフォームのトラストストアから削除されます。ただし、必要に応じて
削除した CAを再度追加することができます。

• Ciscoがサポートする CAのリストについては、https://www.cisco.com/security/pkiにある「シ
スコが信頼する外部ルートバンドル」を参照してください。

•証明書の追加方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-tech-notes-list.htmlにある『CUCM証明書
管理と変更通知』の「新しい Tomcat信頼証明書の挿入」の項を参照してください。

TLSバージョンのサポート内容
このリリースでは、TLS1.2のみがサポートされています。詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/tsd-products-support-series-home.html
にある「Contact Center Enterpriseソリューション互換性マトリクス」を参照してください。
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廃止された機能
なし。

削除され、サポートされない機能
TLS 1.0および TLS 1.1は、このリリースではサポートされていません。ただし、下位互換性の破
損を防ぐため、これらのバージョンはまだ完全には削除されていません。

サードパーティソフトウェアへの影響
なし。
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C H A P T E R 4
Cisco Unified Intelligence Center

•新機能, on page 15
•更新済み機能, on page 16
•特記事項, on page 17
•廃止された機能, on page 18
•削除され、サポートされない機能, on page 18
•サードパーティソフトウェアへの影響, on page 18

新機能

ユーザエクスペリエンスの変更

このリリースでは、次の管理コンソールのエンティティを設定、編集、および管理するためのユー

ザエクスペリエンスが向上しています。

• User Management

•デバイス設定

•ログとトレースの設定

•コントロールセンターの管理

•クラスタの設定

•ツール管理

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-intelligence-center/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Unified Intelligence Center管理コンソールユーザ
ガイド』を参照してください。
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CUIC CORSの有効化
このリリースでは、管理者は、Unified Intelligence Centerの Cross-Origin Resource Sharin（CORS）
に対して次の操作を実行できます。

• CORSステータスの有効化、無効化、および表示

•許可されたヘッダーの追加、削除、および一覧表示

•無防備なヘッダーの追加、削除、および一覧表示

•許可された起点 URLの追加、削除、および一覧表示

Unified Intelligence Centreのガジェット（ライブデータおよび履歴）を Cisco Finesseにロードする
には、次のことを行う必要があります。

• utils cuic cors enableコマンドを使用して、CORSを有効にします。

• utils cuic cors allowed_origin add URLsコマンドに、Finesseのホスト URLを設定します。

ライブデータガジェットの場合は、上記の設定に加えて、utils live-data cors enableコマンドを使
用して CORSを有効にすると同時に、utils live-data cors allowed_origin add URLsコマンド内で
Finesseのホスト URLを設定する必要があります。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-intelligence-center/products-maintenance-guides-list.html
にある『Cisco Unified Intelligence Center管理コンソールユーザガイド』を参照してください。

更新済み機能

ユーザロールの変更

•現在サインインしているユーザのユーザアカウント情報を変更すると、そのユーザは自動的
にサインアウトされます。

•サインインしているユーザが別のユーザーの [選択した権限で実行（Run As）]モードにいる
場合、そのいずれかのユーザのアカウント情報を変更すると、[選択した権限で実行（Run
As）]モードが停止します。

ダッシュボードのカスタムウィジェットの有効化または無効化

このリリースでは、インジェクションの脆弱性に対処するために、ダッシュボードのカスタム

ウィジェット機能はデフォルトで無効になっています。Unified Intelligence Center 12.5に対して旧
バージョンの [ダッシュボード（Dashboards）]に追加済みのカスタムウィジェットはすべて、
バージョン 12.5へのアップグレードを通知する読み取り専用モードで表示されます。そのウィ
ジェットを保持するか、または削除するかを選択できます。
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set cuic properties dashboard-customwidget-enabledの CLIを使用して、管理者はカスタムウィ
ジェット機能を有効または無効にできます。

詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-intelligence-center/products-maintenance-guides-list.html
にある『Cisco Unified Intelligence Center管理コンソールユーザガイド』を参照してください。

特記事項

管理コンソールへのアクセス

管理コンソールにアクセスするための URLは、https://<HOST ADDRESS>/oampuiです（HOST
ADDRESSはサーバの IPアドレスまたはホスト名）。

ユーザのポリシー情報を設定するには、従来のOAMPのユーザインターフェイス（https://<HOST
ADDRESS>/oamp）にアクセスする必要があります。

アップグレード時の証明書の削除

アップグレードが正常に行われると、シスコによって未承認となった CAはプラットフォームの
トラストストアから削除されます。それらは必要に応じて再度追加することができます。

•シスコがサポートするCAのリストについては、https://www.cisco.com/security/pkiにある『Cisco
Trusted External Root Bundle』を参照してください。

•証明書の追加の詳細については、「Insert a new tomcat-trust certificate」を参照してください。

大規模スケジュールのアップグレード時の頻度

Unified Intelligence Centerバージョン 12.5にアップグレードした後、頻度が 1日に 1回を超えるす
べての大規模なスケジュールは、1日に 1回だけ実行するように変換されます。

レポートのしきい値：画像の場所

このリリースでは、Unified IntelligenceCenterサーバから到達可能な画像URLのみがサポートされ
ています。画像に対して許可される最大サイズは 5 MBです。

言語 COPのインストール

Cisco Unified Intelligence Centerをインストールまたはアップグレードした後、そのインターフェ
イスを英語以外の言語で使用する場合は、言語パックのCOPをダウンロードしてインストールす
る必要があります。
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廃止された機能

Internet Explorer 11

このリリースでは、Internet Explorerバージョン 11は推奨されていません。

削除され、サポートされない機能

Cisco Unified Intelligence Centerのライセンス

このリリースでは、Cisco Unified Intelligence Centerの新規インストール時、またはアップグレー
ド時のライセンスの適用は削除されています。

デフォルトでは、バージョン12.5のインストール時またはアップグレード時のライセンスでCisco
Unified Intelligence Centerがプロビジョニングされます。

Unified Intelligence Centerの HTTPサポート

このリリースでは、Unified Intelligence Centerの HTTPサポートが削除されています。ユーザは、
HTTPSを介して Unified Intelligence Centerと安全に通信できるようになりました。

次の CLIは、Unified Intelligence Centerリリース 12.5から削除されています。

• show cuic properties http-enabled

• set cuic properties http-enabled

• show cuic properties hsts

• set cuic properties hsts on [秒単位の最大有効日数の値]

• set cuic properties hsts off

Office 365の認証済み Excelパーマリンク

認証された Excelレポートのパーマリンクは、Office 365ではサポートされていません。

MediaSenseレポート

このリリースでは、MediaSenseレポートが削除されたため、ユーザはMediaSenseレポートを実行
できません。

サードパーティソフトウェアへの影響
なし。
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新機能

Finesseフェールオーバーの改善
このリリースでは、Cisco Finesse CTIフェールオーバーおよびデスクトップフェールオーバーの
パフォーマンスが最適化されています。

• CTIフェールオーバー：エージェント PG 12.5(1)を使用して展開した場合、CTIサーバ/エー
ジェント PGのフェールオーバーの時間が、約 35秒～ 75秒の間で変化します。エージェン
ト PG 12.0 (1)または 11.6 (1)を使用して展開した場合、CTIサーバ/エージェント PGのフェー
ルオーバーの時間が、約 75秒～ 120秒の間で変化します。

•デスクトップフェールオーバー：エージェント PG 12.5(1)を使用して展開した場合、デフォ
ルトのデスクトップレイアウトでデスクトップがフェールオーバーする時間は、およそ 50
秒～ 110秒の間で変化します。Agent PG 12.0 (1)または 11.6 (1)を使用して展開した場合、デ
スクトップフェールオーバーの時間は、エージェント PG (1)の場合と比較して約 40秒長く
なります。

Cisco Finesseに対して 8個の vCPUを使用した OVAが設定されている場合、CTIサーバ/エージェ
ント PGのフェールオーバーとデスクトップフェールオーバーにかかる時間が 20%向上します。
この設定は、24000エージェント展開タイプを含むすべての展開タイプでサポートされています。
8個の vCPUを使用した OVAの詳細については、https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-finesse.htmlの「Cisco Finesseの仮想化」を参照
してください。
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フェールオーバーの合計時間は、WAN帯域幅、サインインしているユーザの数、ネットワーク遅
延、設定された vCPUの数、エージェント PGのバージョン、および Finesseデスクトップに設定
されているガジェットの数によって異なります。デスクトップフェールオーバーのほとんどの改

善点は、（CTIフェールオーバーとは異なり）過去のバージョンのエージェントPGでも改善され
ています。

最適なフェールオーバーパフォーマンスを確保するための展開方法とガイドラインの詳細につい

ては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「デ
スクトップフェールオーバー最適化のガイドライン」および「フェールオーバー計画」の項を参

照してください。

カスタムガジェットによるフェールオーバーパフォーマンスの改善方法の詳細については、

https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!rest-api-dev-guideにある『Cisco Finesse Webサービスデベ
ロッパーガイド』の「ガジェット開発のベストプラクティス」の項を参照してください。

デスクトップパフォーマンスの改善

このリリースでは、次の分野で Finesseデスクトップパフォーマンスが最適化されています。

•デフォルトで、リソースのロードに HTTP/2を使用します。これにより、デスクトップを起
動したときに、古い HTTP 1.1と比べて大幅な改善が得られます。

• Finesseデスクトップをキャッシュから（ガジェットを使用せずに）再ロードする場合に、デ
スクトップの帯域幅の消費が大幅に削減されます。

•リソースのロードに使用する要求が少なくなります。

•クライアント側のリソースキャッシュを使用することで、静的リソースをはるかに高速に提
供します。

•設定データに対する REST応答をチームレベルでキャッシュし、デスクトップのロードを改
善します。

•ガジェット定義をキャッシュすることで、ガジェットのロードを改善します。

Finesseサーバのパフォーマンスの改善

このリリースでは、次の分野で Finesseサーバのパフォーマンスが最適化されています。

•サーバがロードされている間の CPUの平均消費量を大幅に削減します。

•動的サーバページを回避し、SSLターミネーション、より高速なCTIメッセージ解析、キャッ
シュされた静的リソースを使用することによって、サーバのパフォーマンスを最適化してい

ます。

• Cisco Finesseサーバが 64ビット Java 8を使用する際に、より多くのメモリにアクセスし、
GC遅延を減らしています。

• CTI要求の処理を最適化することで、サーバに要求を送信する際の遅延を減らしています。

• CTI通信の全体的な遅延が減少しています。
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キーボードのショートカット

このリリースでは、キーボードショートカットを使用し、Finesseデスクトップ機能に簡単にアク
セスすることができます。キーボードショートカットにより、Finesseエージェントおよびスー
パーバイザのデスクトップで特定のアクションを実行するための別の方法が定義されます。管理

者は、utils finesse set_property desktop enableShortCutKeysを trueに設定して、この機能を有効に
することができます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-user-guide-list.htmlにある『Cisco Finesseエージェントおよびスーパーバイザデスクトップ
ユーザガイド』の「キーボードショートカットへのアクセス」の項を参照してください。

デスクトップチャット検索

このリリースでは、デスクトップチャット検索を絞り込むことにより、CiscoUnifiedCommunications
Manager IM and Presence Serviceで定義された組織単位（OU）に基づいて、ユーザの詳細を表示す
ることができます。次の CLIを使用して、管理者は OUベースのユーザ検索を Cisco Finesseで設
定できます。

• utils finesse set_property desktop desktopChatOUSearchFieldKey <value>

• utils finesse set_property desktop desktopChatOUSearchFieldValue <value>

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「デ
スクトップチャットサーバの設定」の項を参照してください。

コール変数の変更

このリリースでは、エージェントとスーパーバイザは、コール変数の値をFinesseデスクトップか
ら編集できます。管理者は、ECC変数などの callVariable値を、編集可能であれば何でも設定でき
ます。エージェントとスーパーバイザは、アクティブコールまたは後処理状態のときに、コール

変数の値を編集できます。

コール変数を編集する操作を行うと、特定のコール内で変数の値が更新されます。ダイアログイ

ベントをリッスンしているすべてのエンティティは、CiscoFinesseの通知を介して更新されたコー
ル変数を受信します。同じエージェント PGに接続されている CTIクライアントがある場合は、
それらも CTIコールイベントを通じてコールデータの変更通知を受信します。ただし、コール変
数の入力に使用されるアプリケーションのスクリプトやデータベースが、この編集によって直接

影響を受けることはありません。

Note

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の

「コール変数の変更」のセクション、および https://www.cisco.com/c/en/us/support/
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customer-collaboration/finesse/products-user-guide-list.htmlにある『Cisco Finesseエージェントおよび

スーパーバイザデスクトップユーザガイド』を参照してください。

ガジェットやコンポーネントのドラッグアンドドロップおよびサイズ

変更

このリリースでは、エージェントとスーパーバイザは、ガジェットまたはコンポーネントのドラッ

グアンドドロップやサイズ変更を、Finesseデスクトップで行うことができます。管理者は、これ
らの機能のデスクトッププロパティ値を、次のデスクトップレイアウトを使用してカスタマイズ

できます。

•デフォルトレイアウト（[デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]）

•チーム固有のレイアウト（[チームリソースの管理（ManageTeamResources）]> [デスクトッ
プレイアウト（Desktop Layout）]）

あるいは、管理者は、utils finesse set_property desktop enableDragDropAndResizeGadgetを trueに
設定して、これらの機能を有効にすることもできます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「ガ
ジェットやコンポーネントのドラッグアンドドロップおよびサイズ変更」の項を参照してくださ

い。

ガジェットの展開と折りたたみ

このリリースでは、ガジェットの展開や折りたたみをFinesseデスクトップで動的に行うことによ
り、使用可能な画面スペースを最適化できます。

詳細については、https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!javascript-libraryにある JavaScriptライブ
ラリの「コンテナサービス」の項を参照してください。

デスクトップレイアウトエディタ

このリリースでは、Cisco Finesse管理コンソールのデスクトップレイアウトおよびチームリソー
スに、2つのタイプのエディタが用意されています。

•テキストエディタ：プレーンテキストエディタ。デフォルトのエディタです。[すべて展開
（ExpandAll）]オプションを使用すると、すべてのコードの詳細が表示され、[検索（Search）]
ボックスで結果を絞り込むことができます。

• XMLエディタ：XMLエディタです。このエディタで、管理者がコメント（& lt;!-- -->）を追
加または編集することはできません。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「デ

フォルトのレイアウト XML」セクションを参照してください。
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デスクトッププロパティのカスタマイズ

このリリースでは、次のレイアウトにより、管理者がデスクトップレイアウトを使用して、個々

のチームのデスクトッププロパティをカスタマイズすることができます。

•デフォルトレイアウト（[デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]）

•チーム固有のレイアウト（[チームリソースの管理（ManageTeamResources）]> [デスクトッ
プレイアウト（Desktop Layout）]）

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「デ
スクトッププロパティのカスタマイズ」および「チームレベルでのデスクトッププロパティのカ

スタマイズ」の項を参照してください。

クラウド接続の設定

このリリースでは、管理者が Finesse管理コンソールで Cloud Connectサーバの設定を構成して、
Cisco Webexのエクスペリエンス管理のような Cisco Cloud Servicesに接続できます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「ク
ラウド接続サーバーの設定」のセクションを参照してください。

WebProxyサービス
このリリースでは、WebProxyサービスをFinesseサーバに導入し、SSLターミネーションとキャッ
シュサービスを Finesseサービスに追加して、遅延の減少とパフォーマンスの向上を実現してい
ます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の
「WebProxyサービス」の項を参照してください。

ガジェット開発者は、テスト目的で更新されたガジェット応答にアクセスするために、プロキシ

をバイパスする必要があります。詳細については、https://developer.cisco.com/docs/finesse/
#!rest-api-dev-guideにある『RESTAPI開発者ガイド』の「ガジェット開発のベストプラクティス」
セクションを参照してください。

セキュリティバナーメッセージ

このリリースでは、管理者ページとデスクトップのサインインページでカスタムバナーメッセー

ジを提供しています。次の CLIを使用して、管理者がカスタムセキュリティバナーメッセージ
を定義できます。

• utils finesse set_property desktop desktopSecurityBannerMessage <value>

• utils finesse set_property admin adminSecurityBannerMessage <value>
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詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「デ

スクトッププロパティ」セクションと「サービスプロパティ」セクションを参照してください

。

デスクトップログインの自動再試行

このリリースでは、デバイス関連のエラーによってデスクトップのログインが失敗したときに、

デスクトップのログインを自動的に再試行できます。次の CLIを使用して、管理者はログインの
再試行を有効にしたり、再試行の回数と間隔を秒単位で定義したりできます。デフォルトでは、

このプロパティの値は trueに設定されています。

• utils finesse set_property desktop enableRetryLoginFeature {true|false}

• utils finesse set_property desktop loginFailureRetryAttempts <value>

• utils finesse set_property desktop loginFailureRetryInterval <value>

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「デ
スクトッププロパティ」の項を参照してください。

Finesse IPフォンエージェント証明書の管理
このリリースでは、ソリューション全体のセキュリティ上の脆弱性に対処するために、Finesse IP
フォンエージェント（IPPA）に HTTPSを使用する必要があります。管理者は、以下の証明書と
設定の変更を必ずインポートして、FIPPA機能を使用する必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager（CUCM）の証明書を、信頼ストアに tomcat-trustとし
てインポートします。

• Cisco Finesse証明書を、Phone-trustとして CUCMトラストストアにインポートします。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の
「Finesse IP電話のエージェント証明書の管理」の項を参照してください。

HTTP Secureサポート
このリリースは、HTTP Secure（HTTPS）のみをサポートしています。HTTPのサポートは、管理
コンソール、デスクトップ（エージェントおよびスーパーバイザ）、Webサービス、デスクトッ
プモジュール（ガジェット）、および Finesse IPPAで無効になっています。すべての HTTP要求
は、自動的に HTTPSにリダイレクトされます。

HTTPSアクセスの場合は、https://FQDN of Finesse server:8445/と入力します。

無効化されたポートの詳細については、Cisco Finesseの「特記事項, on page 29」を参照してくだ
さい。
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HTTP/2のサポート
このリリースは、デフォルトで HTTP/2プロトコルをサポートしています。

ログ収集機能の拡張

3rdpartygadgetログディレクトリ

このリリースでは、Finesse 3rdpartygadgetサーバの情報、エラー、起動、およびシャットダウンに
関するログを、3rdpartygadgetのログディレクトリで提供しています。

WebProxyサービスのログ

管理者は、file get activelog webproxy recurs compress CLIを使用して、Webproxyサービスのログ
を取得することができます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「ロ

グ収集」の項を参照してください。

デスクトップユーザの自動ログ収集

次のCLIを使用して、管理者はエージェントとスーパーバイザのデスクトップログの自動収集ス
ケジュールを、作成、リスト、および削除することができます。

utils finesse desktop_auto_log_collection {create|list|delete}

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「ロ
グ収集のスケジュール」の項を参照してください。

コマンドの設定

このリリースでは、次の CLIが導入されています。

コール変数のロギング

次の CLIを使用して、管理者はコール変数のロギングを有効または無効にできます。

• utils finesse set_property webservices logCallVariables {true|false}

• utils finesse set_property fippa logCallVariables {true|false}

X.509証明書の信頼検証の実施

管理者は、utils finesse set_property webservices trustAllCertificatesを falseに設定して、X.509 CA
または自己署名証明書の検証を有効にすることができます。
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セカンダリリソースのプリロード

管理者は、utils finesse set_property desktop preLoadSecondaryResourcesを trueに設定すること
で、セカンダリサーバからの静的リソースのプリロードを有効化し、フェールオーバーの速度を

上げることができます。

XMPPソケットおよび BOSH/WebSocket（HTTP）

管理者は、utils finesse set_property webservices enableInsecureOpenfirePortを trueに設定して、
Cisco Finesse Notification Serviceのセキュアでない XMPPポート（5222）および
HTTP-BOSH/WebSocketポート（7071）を有効にすることができます。

WebProxyサービス

次のCLIを使用して、管理者はWebProxyサービスによって生成されたログに対し、access-log-level
および log-severityの消去や設定を行うことができます。

• utils webproxy cache clear

• set webproxy access-log-level

• set webproxy log-severity

• show webproxy access-log-level

• show webproxy log-severity

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の
「Cisco Finesse CLI」の項を参照してください。

REST API
このリリースでは、次の APIが導入されています。

• CompressedClientLog：Post Compressed Log to Finesse

•クラウドコネクトの設定：Get

•クラウドコネクトの設定：Set

•クラウドコネクトの統合：Delete

• TeamResource：Get Reason Codes

• TeamResource：Get Wrap-Up Reasons

• TeamResource：Get Media Properties Layouts

• TeamResource：Get Phone Books

• TeamResource：Get Workflows
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REST API応答のキャッシュ

ログインパフォーマンスを向上させるために、Finesse webproxyは、次のRESTAPI応答をキャッ
シュします。

• ChatConfig

• TeamResource APIには、理由コード、ラップアップの理由、メディアプロパティのレイアウ
ト、電話帳、およびワークフローが含まれています。TeamResource APIの応答は、チームレ
ベルでキャッシュされます。

詳細については、https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!rest-api-dev-guideにある『REST API開発
者ガイド』を参照してください。

JavaScript API
このリリースでは、次の APIが導入されています。

• finesse.shortcutkey.ShortcutKeyService

• finesse.utilities.DesktopCache

詳細については、https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!javascript-libraryにある JavaScriptライブ
ラリを参照してください。

更新済み機能

セキュリティ機能の拡張

このリリースでは、セキュリティについて次の変更が実装されています。

•デフォルトでは、Cisco Finesse Notification Serviceの安全でない XMPPポート 5222および
BOSH/WebSocket（HTTP）ポート 7071は無効になっています。

ポートの有効化の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
finesse/products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガ
イド』の「サービスプロパティ」の項を参照してください。

• X.509証明書を必ず検証する必要があります。次の期限切れでない有効な X.509 CAまたは自
己署名証明書を、必ず Cisco Finesseのトラストストアにインポートする必要があります。

• Cisco Finesseのノード証明書は、デフォルトで利用可能です。期限切れの証明書は無効
であるため、管理者は証明書の有効性を確認する必要があります。

•期限切れでない有効な Cisco Finesseプライマリ証明書が、セカンダリ Cisco Finesse
に存在する必要があります。

•期限切れでない有効な Cisco Finesseセカンダリ証明書が、プライマリ Cisco Finesse
に存在する必要があります。
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• CUCM証明書を、プライマリとセカンダリの両方のFinesseノードにインポートしてくだ
さい。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「セ

キュリティ機能の拡張」のセクションを参照してください。

ログインのエラーメッセージ

このリリースでは、Finesseデスクトップでのログイン失敗に対して、詳細なエラーメッセージが
表示されます。これにより、管理者はログを参照しなくても、クライアントのログイン失敗に応

答できます。

エラーメッセージは、UIと APIの両方で更新されます。

• Finesseデスクトップ UIは、サインインシナリオの CTI操作によって提供される第 2レベル
のテキストエラーメッセージを含むように更新されます。

周辺機器のエラーコード 12004と 12005は、デスクトップのサインイン再試行に置き換えら
れます。サインインの再試行が失敗すると、CTI操作によって提供される第 2レベルのテキ
ストエラーメッセージが表示されます。

• Cisco Finesse APIペイロードは、CTI操作によって提供される周辺機器エラーコードと第 2レ
ベルテキストエラーメッセージを含めるように更新されています。新しく追加されたパラメー

タは次のとおりです。

• peripheralErrorCode

• peripheralErrorMsg

• peripheralErrorText

詳細については、https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!rest-api-dev-guideにある『REST API開発

者ガイド』の「Cisco Finesse APIエラー」のセクションを参照してください。

例

13036 PERERR_GW_E_JTAPIOBJ_PERFORMANSWERCALL_NO_TERMINAL_CONNECTION
1st Level Text = 'JTAPI Gateway - Error on ANSWER operation'
2nd Level Text = 'The routine performAnswerCall in class JTapiObj got a null connection
from a call to 'findTerminalConnection'

[チームパフォーマンス（Team Performance）]ガジェット
Team Performanceガジェットでは、スーパーバイザは [検索（Search）]ボックスを使用し、エー
ジェントの詳細をエージェント名、状態、内線番号などの検索条件によって絞り込むことができ

ます。
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キュー統計のサポート

キュー統計でサポートされているエージェントとスーパーバイザの最大数が、1500から 2000に
増加しました。

電話帳の連絡先の制限事項

すべての電話帳におけるエージェントあたりの連絡先の最大数が、1500から 6000に増加しまし
た。

REST APIの変更
次のペイロードが更新されました。

• MediaPropertiesLayout API：uiEditableペイロードは、コール変数の値が Finesseデスクトッ
プ（エージェントおよびスーパーバイザ）で編集可能かどうかを示します。

電話帳の連絡先の制限事項

エージェントあたりの連絡先の最大数が、電話帳と連絡先の APIで、1500から 6000に増加され
ました。

詳細については、https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!rest-api-dev-guideにある『REST API開発
者ガイド』を参照してください。

JavaScript APIの変更点
次の関数が更新されました。

• ContainerServices：collapseMyGadget関数と expandMyGadget関数は、それぞれガジェットのコ

ンテンツを非表示および表示します。

• DialogBase：updateCallVariables関数は、ダイアログのコール変数を更新します。

詳細については、https://developer.cisco.com/docs/finesse/#!javascript-libraryにある JavaScriptライブ
ラリを参照してください。

特記事項

ポートの詳細

このリリースでは、次のポートに対するサポートが無効になっています。

• tomcat（HTTP）：80、8082に表示されません：HTTPを使用してFinesseにアクセスすると、
301 HTTPリダイレクトステータス応答がセキュアポート 8445に発行されます。
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• BOSH/WebSocket（HTTP）：7071および XMPP：5222。これらのポートは、デフォルトで無
効になっています。これらのポートを有効にするには、utils finesse set_property webservices
enableInsecureOpenfirePortを trueに設定します。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『CiscoFinesseアドミニストレーションガイド』の「サー
ビスプロパティ」の項を参照してください。

アップグレード時の証明書の削除

アップグレードが正常に行われると、シスコによって未承認となった CAはプラットフォームの
トラストストアから削除されます。ただし、必要に応じて削除した CAを再度追加することがで
きます。

• Ciscoがサポートする CAのリストについては、https://www.cisco.com/security/pkiにある「シ
スコが信頼する外部ルートバンドル」を参照してください。

•証明書の追加方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-tech-notes-list.htmlにある『CUCM証明書
管理と変更通知』の「新しい Tomcat信頼証明書の挿入」の項を参照してください。

ネットワーク帯域幅

セカンダリ側のリソースは、迅速なフェールオーバーのためにプリロードされます。管理者は、

ネットワーク帯域幅の使用量を増やさないために、ブラウザ固有の設定ガイドラインに従う必要

があります。

最適なフェールオーバーパフォーマンスを確保するための展開方法とガイドラインの詳細につい

ては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/finesse/
products-maintenance-guides-list.htmlにある『Cisco Finesseアドミニストレーションガイド』の「デ
スクトップフェールオーバー最適化のガイドライン」の項を参照してください。

廃止された機能
次の GET User APIは廃止されています。これらの APIは下位互換性のために用意されており、
TeamResouce APIと比較するとパフォーマンスが劣ります。

• ReasonCode

• WrapUpReason

• MediaPropertiesLayout

• PhoneBook

• WorkFlow
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削除され、サポートされない機能

コンテキストサービスの管理

コンテキストサービス管理の機能は、Cisco Finesse管理コンソールから削除されています。

HTTPのサポート

Cisco Finesseの HTTPサポートは削除されています。ユーザは、HTTPSを介して Cisco Finesseと
安全に通信できるようになりました。

次の CLIが削除されています。

• utils finesse application_https_redirect status

• utils finesse application_https_redirect enable

• utils finesse application_https_redirect disable

サードパーティソフトウェアへの影響
なし。
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C H A P T E R 6
Ciscoビジネスチャットおよび Eメール

•新機能, on page 33
•更新済み機能, on page 36
•廃止された機能 , on page 37
•サードパーティソフトウェアへの影響 , on page 37

新機能

チャットのお客様をブロックする機能

エージェントは、スパムボットであるか、企業やエージェントをトローリングしていると思われ

るチャットのお客様をブロックできるようになりました。管理者はこの機能を有効にして、ブラ

ウザの Cookieまたは訪問者の IPアドレスに基づいて、チャットの訪問者をブロックするように
オプションを設定できます。管理者がこの機能を有効にすると、各チャットでお客様をブロック

するオプションが利用できるようになります。すると、お客様は管理者が設定した日数の間、ブ

ラウザインスタンスあるいは IPアドレスからチャットを作成できないようにブロックされます。
スーパーバイザは、ブロックされているお客様のリストにアクセスし、必要に応じてブロックを

解除することができます。

この機能の設定の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
cisco-enterprise-chat-email/products-maintenance-guides-list.htmlにある『』を参照してください。

Finesseのショートカット
可用性を制御するための Finesseショートカットを、エージェントで使用できるようになりまし
た。

これらすべての機能の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/products-user-guide-list.html
にあるUnified Contact Center Enterpriseおよび Packaged Contact Center Enterpriseの『Enterprise

チャットおよび電子メールエージェントガイド』を参照してください。
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メッセージングハブ

メッセージングは、お客様が企業と関わり合うための、最も一般的な方法になりつつあります。

非常に多くのメッセージングプラットフォームやチャネルや存在しますが、企業においては、お

客様にエクスペリエンスを提供し、またすべてのエージェントで一貫したエクスペリエンスを提

供できることが重要です。eGainMessaging Hubは、すべてのメッセージングチャネル（同期でも
非同期でも）を通じて、顧客とエージェントに一貫したメッセージングエクスペリエンスを提供

します。

eGain Messaging Hubアドオンを使用すると、メッセージングプラットフォームである Facebook
Messengerおよび Twitterのダイレクトメッセージに、ECEからシームレスに接続することができ
ます。また、eGainVirtualAssistantをインターフェイスとして使用し、クエリーをエージェントの
サポートにエスカレーションする前に自動で処理することもできます。

Calltrack
eGainCalltrackは、企業が顧客の問題を迅速かつ上質に、またコスト効果の高い方法で解決できる
ように支援するためのケース管理ソリューションです。

eGain Calltrackアドオンを ECEに使用すると、電子メール、チャット、音声などのすべてのチャ
ネルを通じて顧客のコンテキストを完全に網羅できるため、エージェントの効率と生産性が高ま

り、問題を迅速かつ正確に解決することができます。また、エージェントはCalltrackアクティビ
ティを分類したり、メモを追加したりもできます。

API
これらの新しい APIは、ECE 12.5で導入/拡張されました。

•ログインおよびログアウト API, on page 34

•相互作用 API, on page 35

•メッセージング API, on page 35

ログインおよびログアウト API

新しい APIは、次の機能を実現するために提供されています。

• SAMLアサーションとベアラートークンを使用して、シングルサインオンを通じてユーザを
アプリケーションにログインさせることができます。

既存の APIは、次の機能を提供するように強化されています。

•クライアントアプリケーションの機能拡張を認証します。

•クライアントアプリケーションセッションは、非アクティブになっていなくても、固定期間
の後に期限切れになります。

•各クライアントアプリケーションに対して最大 10個の同時セッションを作成できます。
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•最初のセッションを終了することによって、10個の同時セッションがある場合でもログイン
を強制するクエリパラメータをサポートします。

•顧客のシングルサインオンは、外部 IDをサポートします。

APIの詳細については、次の場所にあるビジネスチャットおよび Eメールの『インタラクション
API開発者ガイド』を参照してください。https://developer.cisco.com/docs/enterprise-chat-and-email/
#!interaction-api-developer-guide

相互作用 API

新しい APIは、次の機能を実現するために提供されています。

•ユーザは、Get application details APIを使用して、製品バージョンとインストールされて
いるライセンスに関する情報を取得できます。

APIの詳細については、次の場所にあるビジネスチャットおよび Eメールの『インタラクション
API開発者ガイド』を参照してください。https://developer.cisco.com/docs/enterprise-chat-and-email/
#!interaction-api-developer-guide

メッセージング API

新しい APIは、次の機能を実現するために提供されています。

•クライアントアプリケーションは、APIを起動して、ウェブフックコールバック URLをア
クティブ化できます。

既存の APIは、次の機能を提供するように強化されています。

•新しい会話は、FacebookとTwitterのソーシャル連絡先タイプに対して開始することができま
す。

•メッセージ交換の取得 API応答は、テキストではなく、text/plainまたは text/htmlとしてメッ
セージタイプを持つようになりました。

• Send Message APIで、メッセージタイプ textがサポートされなくなりました。クライアント
は、代わりに text/plainまたは text/htmlを使用できます。この APIでは、errorタイプのメッ
セージもサポートされます。

•メッセージタイプテキストは、ウェブフックコールバック URLでのメッセージの投稿の一
部としてはサポートされなくなります。代わりに、アプリケーションは text/plainまたは
text/htmlのいずれかを使用します。

APIの詳細については、次の場所にあるビジネスチャットおよび Eメールの『インタラクション
API開発者ガイド』を参照してください。https://developer.cisco.com/docs/enterprise-chat-and-email/
#!interaction-api-developer-guide
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更新済み機能

ヘッダー、フッター、グリーティング、署名、自動受信制限

ヘッダー、フッター、グリーティング、署名、自動受信テンプレートのテキストは、600文字を
超えることはできません。ECE 12.5よりも後のリリースでは、これらの制限が製品に適用され、
ユーザが 600文字を超える文字をこれらのテンプレートに追加することはできなくなります。

Popoverの設定の改善
エージェントに表示される Finesseのポップオーバー内のコール変数情報を、管理者が管理コン
ソールから追加できるようになりました。

この機能を設定する方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/products-maintenance-guides-list.htmlにあるを参照し
てください。

ポップオーバー通知のカウンター値とカウンタータイプを、管理者が設定できるようになりまし

た。

この機能の設定の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/products-maintenance-guides-list.html
にある』を参照してください。

エージェントの効率性の改善

[添付ファイル（attachments）]アイコンをクリックすると、エージェントはアクティビティ情報の
入手が可能なエージェントコンソール内のすべての場所から、添付ファイルをダウンロードする

ことができます。管理者だけでなく、スーパーバイザも、デフォルトの例外キューからアクティ

ビティを選択できるようになりました。

詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/products-user-guide-list.html
にある『Unified Contact Center Enterpriseおよび Packaged Contact Center Enterpriseビジネスチャッ
トおよび Eメールエージェントガイド』を参照してください。

チャットモニタ

チャットをモニタリングしているときに、スーパーバイザは、[受信トレイ（Inbox）]タイルビュー
でエージェントの名前を表示できるようになりました。このエージェント情報により、スーパー

バイザはチャットを処理しているエージェントのコンテキストを確認し、特定のエージェントで

チャットをモニタリングするかを判断できます。
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この機能の使用の詳細については、「Enterprise Chat and Email Supervisor’s Guide for Unified Contact

Center Enterprise and Packaged Contact Center Enterprise」を参照してください。https://www.cisco.com/
c/en/us/support/customer-collaboration/cisco-enterprise-chat-email/products-user-guide-list.html

廃止された機能

Kiwiチャットテンプレート
チャット用の Kiwiテンプレートは ECE 12.5で廃止されました。

サードパーティソフトウェアへの影響
なし。
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C H A P T E R 7
Cisco Customer Collaboration Platform

Facebookのページ、Twitter、RSSフィード、スタンドアロンシングルセッションチャットなど
のスタンドアロン Customer Collaboration Platform機能とフィルターや通知などの関連付けられた
機能は、リリース 12.0から削除されています。ただし、引き続き Customer Collaboration Platform
インターフェイスを使用してMRを暗号化することは可能です。

•新機能, on page 39
•更新済み機能, on page 39
•特記事項, on page 39
•廃止された機能, on page 39
•削除され、サポートされない機能, on page 40
•サードパーティソフトウェアへの影響, on page 40

新機能
なし。

更新済み機能
なし。

特記事項
なし。

廃止された機能
なし。
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削除され、サポートされない機能
すべての Customer Journey Solutionsの顧客の Customer Collaboration Platformでの Facebookファン
ページ、Twitterおよび RSSフィードに対する監視のサポートは、Cisco Customer Collaboration
Platform 11.6(2)以降では削除されています。これは、ソーシャルメディアフィードの Customer
Collaboration Platformへの統合の場合にのみ適用されます。これに関するフィールド通知は、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/field-notices/702/fn70274.htmlで利用可能です。

サードパーティソフトウェアへの影響
なし。
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C H A P T E R 8
Cisco Unified Contact Center Domain Manager

•レガシーリソースマネージャは廃止されました, on page 41

レガシーリソースマネージャは廃止されました
3つのペインビューでリソースの管理や維持を行う、従来のレガシーリソースマネージャは、
Unified CCE 12.5リリースで廃止されました。リソース管理に関連するすべてのタスクには、リ
ソースマネージャガジェットを使用することを推奨します。
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C H A P T E R 9
注意

•注意事項クエリ（製品別）, on page 43

注意事項クエリ（製品別）

バグ検索ツール

Cisco.comのアカウントをお持ちの場合は、バグ検索ツールを使用して任意のリリースの任意の重
大度の警告を検索することもできます。https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/からバグ検索ツー
ルにアクセスします。Enter the bug identifier in the検索ボックスでバグ IDを入力して、戻るキーを
押すか、検索をクリックします。

特定の製品またはコンポーネントの（個々の注意事項ではなく）未解決の注意事項および解決済

みの警告のリストにアクセスするには、後の関連する項を参照してください。

次の表に示すように、ツールで独自のフィルタと基準を選択して、特定の警告のサブセットを表

示することもできます。

次の警告のリストが表示される[ステータス (Status)]でこれ
を選択する

リリースでこのオプションを選

択した場合

選択したリリースまたはリリースの

オープン状態にあるすべての警告。

開くこれらのリリースでの影響また

は修正されたこと

または

これらのリリースへの影響

任意のリリースで、指定したリリー

スまたは選択したリリースに修正が

適用されたすべての警告。

修正されたこれらのリリースで修正された

こと

すべての注意は、選択したリリース

またはリリースによって、固定また

はリリースされます。

修正されたこれらのリリースでの影響また

は修正されたこと
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次の警告のリストが表示される[ステータス (Status)]でこれ
を選択する

リリースでこのオプションを選

択した場合

選択したリリースで発生するすべて

の警告。

修正されたこれらのリリースへの影響

リリース 12.5(1)の重大度 3以上の警告
次のバグ検索ツールへのリンクを使用して、現在のリリースの各製品または各コンポーネントに

対する重大度レベル 3またはそれ以上の注意事項のリストを表示します。このツールでフィルタ
値を設定して、結果をフィルタすることができます。

警告のリストがブラウザを開いたときに自動的に表示されない場合は、ブラウザを更新してくだ

さい。

Note

Contact Center版 Cisco Hosted Collaboration Solution

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=284526699&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV

Cisco Unified Intelligence Centerおよび Cisco IdS

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=282163829&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV

Cisco Cloud Connect

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&rls=12.5(1)&sb=anfr&bt=custV

Cisco Unified Customer Voice Portal

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=270563413&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV

Cisco Finesse

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=283613135&rls=12.5,12.5(1)&sb=anfr&bt=custV

Cisco Customer Collaboration Platform

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=283613136&rls=12.5(1),12.5&sb=anfr&bt=custV

Cisco Unified Contact Center Domain Manager

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=286281169&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV

コンタクトセンターソリューション向け Cisco Hosted Collaboration Solution、リリース 12.5(1)
44

注意

リリース 12.5(1)の重大度 3以上の警告

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=284526699&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=284526699&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=282163829&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=282163829&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&rls=12.5(1)&sb=anfr&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=270563413&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=270563413&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=283613135&rls=12.5,12.5(1)&sb=anfr&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=283613135&rls=12.5,12.5(1)&sb=anfr&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=283613136&rls=12.5(1),12.5&sb=anfr&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=283613136&rls=12.5(1),12.5&sb=anfr&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=286281169&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=286281169&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV


Ciscoビジネスチャットおよび Eメール

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=286311237&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV

Cisco Virtualized Voice Browser

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
search?kw=*&pf=prdNm&pfVal=286325307&rls=12.5(1)&sb=anfr&svr=3nH&bt=custV
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